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わたみたらな大和の″燃)を愛 ιます
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,  「豊 ん さヽを 開 う一里山SATOYAMAの 未来可能性―」  I
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自然に人が働きかけることで、変化しながらも一定の持続的な表情を保つている里山の

意味について、熱のこもつたディスカッションがあり、それを受ける形で、第 2部の特別

講演があつた。

まず、フランス文学者の奥本大三郎氏 (日 本昆虫協会会長、NPO日 本アンリ。ファー
ブル会理事長)が、「都会に里曲を」と題 して、都市住民の生物保全とのかかわり方につい

て、次のように語りかけた。お茶の水女子大学の構内・テニスコー トの隣接地が、葛など

がはびこり人の手が全く入つていない状態であった。その一画を復活させるために、皆伐

方式で整傭した後、蝶が食べるような植物を植えるなどを行った結果、多くの生き物が来

るようになった。幼少難にできるだけ多くの自然体験を持つことの大切さを問い掛 !す られ

た。

あん・まくどなるど氏 (国連大学高等研究所いしかわ。かなざわオペレーティング・ユニッ

ト所長)が、「里義・里海万華鏡」のテーマで、流場な日本語で講演c写真家 。本村伊兵衛

氏の写真を見ているうちに、日本の二人の暮らしぶりが記録されていることに気づき、以

来 20数年、日本各地を旅してきたcそ して、どうかすると近くて遠い存在となっている
が、海や由がもたらす多くのもののあるのが能登半島である。この地が持つ多様性を保全

していくには、適応力のある森林保全などに配慮していくことが大切である。

次に、金沢大学が能登半島で実施している環境配慮の農林業人材育成事業『能登里彙マイ

スター』養成プログラムについて、北野慎―特任助教が講演。耕作放棄地割合は、全国平均

19%に対して、奥能登は3()9%で ある。 しかし読在、豊かな里山里海や伝統食品加
工技術などを最大限に引き出し、環境に配慮した農林業を起業したいという人材を育成し

ているc今後の課題として、①里rJ学、地域再生学の体系化、②地域との信頼関係の深化
の方策などが挙げられているので、『若い人たちが、希望を感じるプロジェクトづくり』

に励みたい、と決意の程を語られた。

そして、阿部鍵―氏 (総合地球環境学研究所教授)が、「里山SATOYAMAと しヽう関係価

値」と題して講演。人間がかかわることによつて豊かになる自然がある。貴重な資源を、

使いながら未来に残す知恵がある。多様な自然と、それに根ざした多様で豊かな文化。「熱

帯アジアやヨーロッパの里山にも共通する、人と自然の新たなかかわり方を探りつつ、国

際社会へ向けてSATOYAMAの こころを発信することが大切であるcJと 結ばれた。
この後、中村浩二学長補佐の司会でパネルディスカッションが開かれ、「里山SATO
YAMAを め ぐる共通 の問題 を明 らかにす る とともに、あ らたな里山 SATOYAMAの

あり方」、「人と自然が調和する里山の概念を世

界に広めるためには、アジアからの情報発信が必

要」などと論じ合われた。

宮本常一さん (民俗学者)は、「自然が寂しい。

しかし、そこに人の手が加わるとあたたかくなるん

だ。Jと 言つておられる。(著作集43「 自然と日本人」)
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3馬例会報告 津越の福寿草を訪ねて 担当 :西谷・豊島

2月 28面 (日 )雨のち曇り 城戸 li時集合
参加者 ]5名

前郵からの雨が朝まで残り、lTIJ会 を実施す

るか延難にするかずいぶん迷いましたが、

午後からはお天気が回復するということを

信じて例会を決行しました。

雨が降る中、城戸まではるばる電車やバス

を乗り継いで 15名 が参加しました。歩き

始めるころには雨も上がり、途中花本の出

荷用に栽培しているサンシュや挑、ヤブ椿、

しだれ梅などが満開で垂を楽しませてくれ

ました。津越で:まお目当ての福寿草の群落

に出連えられ月l寒い日で1まあ
`lま

したが、

IL里の一日を楽しく散策することができま

く癒この鶴ケ拳誕ヨン

遅咲きの小さな春の調べ

谷川 高太郎
生まれたばかりの小さな春なのに春なのに まるで流れ星のように光つては消える憎
い空

北国の淡雪が白い雲に融けた朝明けに 春色の馬車が季節のデコボコ道を南
へひた走る

まばゆい春の衣装が微風に裾を靡かせながら やがて赤いつぼみの夢が大きく膨らん
で花開く

萌える青空に麗 しく鴎の群れ飛ぶ小さな妖精たちが 青海原に弧を描き舞い

踊る円舞曲

春の嵐過ぎた山に残雪が織 りなす光と影 虹色に染まる青葉ゆれて心地良く響く銀
の鈴の音よ
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2月 20饗 (土)晴 談棄審の笹藪ついに一撮 : 参講者 47人 (実習生 11人 )
・笹藪Ⅱの刈取りは、2月 完了を目指してハイビッチ.6台のメ嗜払い機を動員し、刈る
人、引出す人、東ねる人、運び出す人F)チームブレーですすめる。男子のほぼ全員が

参加して、昼過ぎまでに完了。景観上最大の問題i目所だつた笹藪は 3年間かけて一掃

されました。今後、3月 中に県の手で整地さオ1.、 4月 以降 「ならやま」に比ゝさわしい

景観づくりに取り掛 ります。皆様のご参加をお願いいたします。

・シエア自然大学の実習生受入れは今月が最終回。リーダーの適切な指導とメンバーの

皆さんの温かい受入れで、受講生からは毎画上々の評価。お陰さまで卒業生のうち 1

6名 の方が当会に入会されることになりました。関係者の皆さんご苦労様でした
=

ラ家

2月 25日 (本)晴 笹をチップにして堆肥まこ  参加者 30名
。1年間メ噛り集めた笹をチップにする。NPO桜 井菜の花プロジェクトさんのご好言で、

新鋭のチッパー機を拝借でき、これがフル活動する。今霧の残 り|ま 3月 1日 、3三 :こ

15人の有志が出動し、処理が完了しました。笹のチップはきめが網かく堆記の薫■

3∬まばも
のこ
ちξ曽切 :rtrttliまfL    餐乖↑flぎ

3月 11日 (本)晴  椎茸菌打ち ジャガイモ
。コナラの問伐材のホダ木 150本に椎茸菌 :

3年前のホダ本からは盛んに椎茸が出ているが、イベントに備え_て収穫は遠慮するc

・ジャガイモは、定番のメイクイーン、キタアカリ、ダンシャク 3品種を計 5畝に植え

|す た。堆肥を入れ念入 りに土づくりをした畑だから、いい成績が期待できそ うだ。

3月 13圏 (土 )曇 イベン ト「やつてみよう しいたけづくり」 参加者  64名
・雨で順延されたが殆 ど欠 :す ることなく、児童 21名 保護者 10名 の参加があった。

常連の佐保台小学校をメインに、昨年校庭でインプリを実施 した佐保川小学校からも

グープでの参加があったGス タツフ 25名 とい う万全の態勢で、椎茸の収穫、菌打 t,、

F・5伐、本登 りなどの山遊びと里山体験プログラムは、面白さ一杯だつたようだ。皆さ

ん椎茸のお土産やカブ トムシの幼虫を手に笑顔で帰つて行きました。

3月 20日 (土)曇 新入会員歓迎会  新入会員  17名 、現会員 33名 参加
・シエア自然大学からの新入会員、および昨年 6月 以降入会された会員の歓迎会が開催

された。阿部会長は、心からの歓迎の言葉 と、奈良
。人と自然の会の概要の説明の後、

奈良の自然を愛する気持ちを大切に、仲間と楽しく伸び伸びと活動 しようという呼

び掛けられました。

川井顧間のご発声で乾杯のあと、会員の手造 りのバーベキューでパーテイに移 り、

新会員は先輩 と互いの思いを語 り合い、良い雰囲気に盛 り上がっていました。

(古川祐司 記 )
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*な ら曲の春の昆虫*

みなさん、こんにちは 1 私はなら口Jに住むテントウムシです。
九い模様のついた赤い服を着ているので、友達からはナナホシテン

本村 裕

年がら年中 7つの黒い

トウと呼ばれています。

今日は私たちの伸FE5を紹介します。

ぽかぽか陽気となり、私たち虫仲間は長くて寒い冬を眠つて過ごしてきた隠れがからいっ

せいに外へ飛び出しました。ゴールデンウイークの4月 下旬頃

から一気に仲間が増え、あちらこちらで春の挨拶が賑やかに始

まりますc

橙色のドレスを着たキタテハ、白い地に黄色の三角模様をあ

しらつたエレガントな服のツマキチョウ、赤いワンピースを着

たベニシジミなど、みんな着飾って花から花へと忙しく飛び回

つています。

私ともつとも親しいの:ま衣装持ちのナミテントウです。赤色、

黒色、黒地に赤い日の丸模様、赤地に黒い小さな点々模様など、色とりどりの服装をもつ

ています。私の仲間は彼のほか、もつと体の大きい仲間、もつと小型のかわいらしい仲間

などがいますが、ほとんどみんなアブラムシを主食 :こ しているので農家のおじさんやなら

山の農園管理者からは益虫と言つて可愛がられてtヽ ますこしかし、赤色地に 28個の黒紋を

あしらった服をきているニジュウヤホシテントウ|ま 、ナスや トマ トの葉を調るのでテント

ウムシダマシといって嫌われ、軽蔑されています。

春に発生する虫仲間は全体的にみんな体は小さく、カブ トムシのような大型の仲間はま

だ現れていません。春にもつとも種類数や個体数の多いのはハムシ (葉虫)、 ゾウムシ (象

虫)、 ハバチ (葉蜂)です。ハムシは長さ5ミ リ前後の甲虫で、成虫も幼虫も同じ草本の葉

を食べています。ハンノキにはハンノキハムシ、イタドリにはイタドリハムシ、キイチゴ

類にはノミハムシの仲間が何匹も集まって葉っばを美味しそうに警つていますc

ゾウムシもいろいろな植物の葉を主食にしており、形がハ

ムシに似ていますが、頭の先が象の鼻のように長く伸びてい

るのが特徴です。クヌギやコナラにはたくさんの仲間が住ん

でいます。この仲間で葉をくるくると丸めて樽状にまとめて

その中に,Fを産みこむオ トシブミも忙しそうに働いています。

ハバチはハチの仲間で、成虫は長さ1～ 1.5セ ンチですがア

シナガバチのように胴体がくびれておらず、あまリスマーートではありませんcま た人を刺

す毒針ももつていません。その代わりにお尻にノコギリを持っていて、それで業を薄く切

り裂いて葉の中にJFを産みこみます。とくに4月 下
‐
句～ 5月 下旬にはたくさんの成虫が飛

び回つて伴侶をさがしていますc幼虫はアオムシのような姿をしており、卵から生まれる

と独力で葉を食べて大きくなります。ツツジにつくルリチュウレンジ (幼虫は緑色)、 ダイ

コンの葉を食べるカブラハバチ (幼虫は黒色)な どがよく見られますc

さあ、私も朝飯にアブラムシを腹いつばい食べて、彼女を探しに行こう |
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バン/優ギ1態l澤ヤ:こく

シダレザクラ

ジ三 良県|・陀市の
「本郷の瀧

廃ヽ 桜」は「又兵衛桜」の名

称で有名になっています。特

に 2000年の NHK大河 ドラマ

「葵・徳り11二代」のオープニ

ング画面に使われて以来、シ

ーズン中は駐車場がいつばい

になるにぎわいです.

ここの宇蛇という地名は万葉集

11本人麻昌の読んだ「東の野にか

ぎろひ_r立つ見へて返り見すれ

:ま月傾きぬ |ル歌 |ま あま ,|二 も有

名です.毎年藪冬期こ「かぎろひ1

を見る催しが行わilる ことで t,

有名です。

花言葉 優美
誕生花  3月 19日
バラ科

スモモ属

学集  Prunus perldula var.

pondula

寛轟操

福寿草日差し待つ身のいじらしき

山すこし動き初めたり蕗の菫

3月 例会。吉野・津越の福寿草 群生地を訪ねる。東の間の

日射 しに彩色が映える。そこかしこに、蕗の菫が若草色の顔を出す。

潮く、山村にも春を実感する季節がやって来た。

秀 夫

秀 夫
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聾ジニケイ

春になるとオスはとてつもない大声で「チョット

コイ、チョットコイ」と繰り返し1鳥くコジコ_ケイ。

大都会の住宅地や公園の藪でもその素頓狂な声でオ

スが歌う時、傍のメスがこれに唱和してデュエット

で歌うことがあります。その間の取り方はまことに

見事な二重唱で夫唱婦随の権化。時にはファミリー

で移動 しているのに出会 うことがあ りますら

囀りは、繁殖期に縄張りとメスの確保のため大変大

切なものですが、鳥は高等な知能が発達し人間並み

の感情や情緒の働きがあるともいわれます。百′鳥が

一斉に鳴き始める「暁の合唱」や、俄か雨が揚がっ

て陽光が射し始めた時、ここかしこで小鳥たちの合

唱が沸き起こるのは、採餌や縄張り確保のような個

小藝 久美子

人的なものでなく、まさに太陽の再来を迎える悦びを謳歌し、その森や林や革原に棲む社

会的なまとまりをしめす社交的な歓喜の歌、情緒的な現象だと思う時、私たちの森林浴も

一層楽しいものになりますね〔

☆(橿原)2月 24日 畑の上を急:こ起こされた力エルが目をこすつて(?)でてきた。議てきたばつかりの

力エルつて体の色が薄しヽベージュ色ということを発見。

・3月 13日 午後2時 ん?ネコ?ちがうJ・こつち向もヽた…・エッlタヌキ? タヌキだあ… :自宅
(橿原)の庭です。体長40センチくらい。どつからきたの?

・14日朝 長―しヽシマヘビが歩道をちゃんとわきまえてクネクネと散歩中、思わず「春だね !」と声

を掛けてしまつた。 午後御所の畑に入りかけたら金色をしたテンが小屋の横の土手を後ろを
何度も振り向きながら逃げた。追いかけてなんかいないのに。 (斎藤)

☆(岸和田)3月 3日 お墓参りの途中ツバメを見ました。岸和国はやつぱり暖かいです。

・(斑鳩)3月 9日 イソヒヨドリ♂がさえずっていました。1年ほど♀しか見ていなか

ったので♂を見てほつとしました。

・15日 ハシボソガラスが巣で卵を温めだしました。

・16ロ ツパメ初認。元気で飛び回つていましたc

璽

iよ 91・

｀
き

ハシボソガラスの子育て中の巣 (勝岡)
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